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✓ 今月のトピックス（薬ではなく「容器」が足りない）

✓ 薬事委員会報告ダイジェスト（2026,6/23開催分）

✓ 医薬品・医療機器等 安全性情報 No.429 抜粋

✓ Drug Safety Update No.345 抜粋

【CONTENT】

【中東情勢が引き起こす「軟膏ツボ不足」】

皆さんご承知の通り、近年の中東情勢の緊迫化に伴い、原油由来製品の原料となる「ナフサ」の供
給不安が広がっています。その影響は私たち医療現場にも及んでおり、薬剤部でもミキシング等で必

要になるゴム手袋をはじめ、患者の内服を用法別にまとめる「一包化」をするための分包紙や印字
ロール、さらには軟膏やクリームを混合・分注する際に使用するプラスチック製の「軟膏ツボ」など
が問題となっています。

今回は「軟膏ツボ」を例に挙げますが、軟膏ツボ
の多くはポリプロピレンというプラスチックで作ら

れており、この原料は石油から製造されるため、原
油価格の高騰や国際情勢の影響を受けやすい特徴が
あります。中東地域は世界有数の原油・天然ガスの

産出地域であり、日本を含む多くの国がエネルギー
資源を輸入しています。近年、この地域では紛争や
軍事的緊張が続いており、原油の安定供給に対する

懸念が高まっています。特に、中東とアジア・ヨー
ロッパを結ぶ海上輸送の要衝（「ホルムズ海峡」と
言えばピンとくるのではないでしょうか？）では、

船舶の航行リスクが増加し、輸送コストの上昇や物
流の遅延も発生しています。その結果、石油を原料
とするプラスチック製品の製造コストや供給体制に

も影響が及ぶことがあります。

医療を支えているのは医薬品だけではありません。
今回の軟膏ツボ以外にも、注射器、輸液バッグ、シ

リンジなど、多くの医療資材によって日々の診療は
成り立っています。遠く離れた中東で起きている出
来事が、病棟や薬局の業務に影響を及ぼす時代、

「薬が足りない」だけでなく、「薬を入れる容器も
医療資源」であることを、この機会に改めて再認識
しなくてはいけませんね。

現在、院内でも病棟定置薬としていた30g軟膏ツ
ボ（プロペト、レスタミン軟膏、亜鉛華軟膏）が配

置困難な状況になっているため、色々とご迷惑をお
掛けしていることと思います。それぞれ代替薬等で
対応をお願いしている所ではありますが、何かお困

りの点などあれば病棟担当の薬剤師へいつでもご相
談下さい。



2026年度 第2回 薬事委員会（2026/6/23開催）ダイジェスト

・ツカイザ錠50mg,150mg（ﾂｶﾁﾆﾌﾞ：ﾌｧｲｻﾞｰ）2818.4/7317円

【効】化学療法歴のあるHER2陽性の手術不能または再発乳癌

・ロスバスタチン錠2.5mg,5mg「DSEP」10.8/16.9円

【効】高コレステロール血症など

・ブチルスコポラミン臭化物錠10mg「ﾂﾙﾊﾗ」6.6円

【効】胃・十二指腸・食道における痙攣並びに運動機能亢進など

・グリメピリド錠1mg「ﾄｰﾜ」10.8円

【効】２型糖尿病

・プロペト（白色ワセリン：丸石）3.16円/g

【効】軟膏基剤

・ペグフィルグラスチムBS皮下注3.6mg「ﾆﾌﾟﾛ」54924円

【効】がん化学療法による発熱性好中球減少症の発症抑制

【新規仮採用申請】

【院外採用申請】

・イセルティ錠100mg（ﾘﾝｻﾞｺﾞﾘｸｽｺﾘﾝ：ｷｯｾｲ）429.1円

【効】子宮筋腫に基づく症状の改善

・アリッサ配合錠（ｴｽﾃﾄﾛｰﾙ･ﾄﾞﾛｽﾋﾟﾚﾉﾝ：富士製薬）180.6円

【効】月経困難症

・ビヨントラ錠400mg（ｱｺﾗﾐｼﾞｽ：ｱﾚｸｼｵﾝ）8979円

【効】トランスサイレチン型心アミロイドーシス

・ウェリレグ錠40mg（ﾍﾞﾙｽﾞﾁﾌｧﾝ：MSD）21916.8円

【効】がん化学療法後に増悪した根治切除不能又は転移性の腎細胞癌

・アバレプト懸濁性点眼液0.3%（ﾓﾂｷﾞﾊﾞﾄﾚﾌﾟ：千寿）577.5円

【効】ドライアイ

・ツムラ大黄牡丹皮湯エキス顆粒 13.1円/g

【効】月経不順、月経困難、便秘、痔疾

・リサイオ点滴静注液100mg 193331円

【効】悪性リンパ腫、小児悪性固形腫瘍

【緊急購入申請】

ジーラスタ皮下注3.6mg … 切替変更のため

ロスバスタチンOD錠2.5mg,5mg「ｻﾜｲ」、ブスコパン錠10mg、

グリメピリドOD錠1mg「ﾄｰﾜ」 … 販売中止のため

【院内採用削除】

＊ 他、医薬品安全管理のための業務手順書一部改定、有害事象報告（この紙面では省略）



*詳細に関しては、医薬品医療機器総合機構(PMDA)のHP又は厚生労働省の
HPを確認下さい（この紙面では省略）

1.重篤副作用疾患別対応マニュアルについて

医療関係者へ上記マニュアルの活用周知案内

＊厚生労働省重篤副作用疾患別対応マニュアルウェブサイト

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/topics/tp061122-1.html

インフリキシマブ（レミケード点滴静注）
エタネルセプト（エンブレル皮下注シリンジ）

重大な副作用（追記）自己免疫性肝炎
塩化カルシウム水和物（大塚塩カル注）
グルコン酸カルシウム水和物（カルチコール注射液）

禁忌（削除）ジギタリス製剤（ジゴキシン等）を投与中の患者
併用注意（追記）強心配糖体（メチルジゴキシン、ジゴキシン、デスラノシド）
アベルマブ（バベンチオ点滴静注）

重大な副作用（追記）重度の皮膚障害：
中毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis：TEN）等の重度の皮膚障害があらわれるこ
とがある。また，類天疱瘡があらわれることがあるので，水疱，びらん等が認められた場合には

皮膚科医と相談すること。
レゴラフェニブ（スチバーガ錠）
重大な副作用（追記）高アンモニア血症：

肝機能異常を伴わずに，高アンモニア血症があら

2.病院及び薬局における医薬品安全性情報の入手・伝達・活用状況等に関する調査結果と

望まれる方向について

【医療機関等における医薬品安全性情報の入手・伝達・活用状況に関する調査結果】

https://www.pmda.go.jp/safety/surveillance-analysis/0010.html

*「重要」項目のみ抜粋。詳細に関しては、医薬品医療機器総合機構
(PMDA)のHPを確認下さい（この紙面では省略）

＊インフリキシマブBS点滴静注用100mg「NK」、エンブレル皮下注ペン、

エタネルセプトBS皮下注ペン

重大な副作用 追記「自己免疫性肝炎」

＊大塚塩カル注、カルチコール注射液

禁忌 削除「ジギタリス製剤（ジゴキシン等）を投与中の患者」

併用禁忌 削除「ジギタリス製剤（ジゴキシン等）」

併用注意 追記「強心配糖体（メチルジゴキシン、ジゴキシン、デスラノシド）」

＊バベンチオ点滴静注

重大な副作用 追記「重度の皮膚障害：中毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis：TEN）等

 の重度の皮膚障害があらわれることがある。また、類天疱瘡があらわれることが

 あるので、水疱、びらん等が認められた場合には皮膚科医と相談すること。」

＊スチバーガ錠

重大な副作用 追記「高アンモニア血症：肝機能異常を伴わずに、高アンモニア血症があらわれることが

 ある。意識障害が認められた場合には、アンモニア値の測定を考慮すること。」
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